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平成 28年度  十全医学会総会次第
　　Ⅰ・会　　長　　挨　　拶
　　Ⅱ・庶　　務　　報　　告

































　昨年 (平成27年6月23日 ) に開催された総会でのご
報告以降にご就任された評議員は
　学外 ) 常山幸一教授 (徳島大学大学院医薬薬学研究部 )
 矢形　寛教授 (埼玉医科大学総合医療センター )
 若山友彦教授 (熊本大学大学院生命科学研究部 )
　学内 ) 大黒多希子教授 (学際科学実験センター )




 川筋道雄先生 (熊本大学大学院医学薬学研究部 )
 古林秀則先生 (福井医療短期大学 )
 関　秀俊先生 (医王病院 )
 並木幹夫先生 (金沢大学附属病院 )
 安田秀喜先生 (帝京平成大学地域医療学部 )
 山口明夫先生 (福井大学医学部 )
 吉本谷博先生 (金沢大学医薬保健研究域医学系 )
 が定年となった．
 浅野雅秀先生 (京都大学大学院医学研究科 )
 新井隆成先生 (恵寿総合病院家族みんなの医療センター )
 渡邊　剛先生 (ニューハ トー・ワタナベ国際病院 )
 木越俊和先生 (金沢医科大学 )　が辞任された．
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【十全医学賞および十全医学会奨励賞授与式】
(左から)会長  太田哲生，十全医学会奨励賞  大家理恵先生，金沢大学















androgen receptor (AR) を標的としたandrogen除去療法 









焦点をあて研究を行っている．chemokine (CC motif) 
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図．CCL2を介する前立腺癌細胞の転移促進機構
 ADTによって多くの前立腺癌細胞 (PCa) は増殖能が低下するが，生き残った細胞ではCCL2によって EMTが引き起こされる．同時に，
CCL2はマクロファージを腫瘍内へ引き込み，マクロファージと前立腺癌細胞との間の相互作用によりさらに CCL2が分泌されるため，
一連のサイクルが加速していく．最終的には EMTを生じた前立腺癌細胞の一部が遊走・浸潤し遠隔転移を引き起こす．
















































































断 (2次予防 )，疾患の発症後の再発・重症化予防 (3次予






























































持続可能社会 (サステイナブルな社会 ) の創成にも通じ
ている (参考文献1-3)．
　千葉大学では2007年に医学部とは独立した全学組織
の一部局として千葉大学予防医学センター (Center for 
Preventive Medical Sciences) が設立された．この予防医
学センターは，健康な身体，健康な心，健康な環境を三
本柱として地元自治体と連携し， 生活習慣病や心の病，





































































WHO (世界保健機関 )をはじめてとして，UNHCR (国際
連合難民高等弁務官事務所 )，IFRC (国際赤十字赤新月
社連盟 ) WMO(世界気象機関 )，ILO (国際労働機関 )，
UNICEF (国際連合児童基金 ) 他を予定している．
























　ヒトゲノム (遺伝要因 ) とepigenetics・miRNA・体細胞
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citrullinated protein/peptide antibody: 抗CCP抗体または







































者 川上 純 ]．それにより，地中海地方のFMFと本邦の
FMFでは遺伝要因が異なることやgenotype-phenotype 
interactionが示唆され，エクソーム解析でMediterranean 
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図 1．腹囲 (WC) と将来の糖尿病発症に関する日米比較
 糖尿病発症が腹囲の上昇に伴い直線的に増加する米国コホー
ト Nurses’ Health Study(右、Carey VJ, et al. Am J Epidemiol 
145: 614-9, 1997) と異なり，北陸で実施した日本人コホート 
(左，Sakurai M, et al., Diabet Med 26: 753-9, 2009) では，ウェ
スト周囲長と 8年後の糖尿病発症の間には J字の関係にあり，
最も腹囲が小さい分位が第 2分位よりも糖尿病発症が 80％高
か っ た (Adjusted* hazard ratios, * Gender，age，family 









イン selenoprotein Pおよび LECT2が，多臓器への作用を介
して生活習慣病の病態を形成する．
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